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甘味に対する味覚と運動一倒値の測定と解析方法の検討一
武蔵丘短大健康生活　○玉木雅子　　鵜飼光子

目的：運動負荷による味覚や嗜好について調査し、既に甘味について運動後は高濃度のも
のを好む傾向にあることを認め報告した。　□　　そこで、味党の変化を確認する目的から、
同値の測定および解析の方法を検討した。
方法：同値の測定は極限法により、対象は18－20才の女子とし、対象者をかえ、同じ
人数でくりかえし測定を行った。解析の方法はロジスティツク解析とし、補iE方法の検討
を詳細に行った。同値の解析法は主に以下の４点：①検定去による方法、②個人の同値測
定とその幾何平均値による方法、③ロジスティック解析：実iii値による解析とアポヅトの
補正(正判断率の算出）による解析との比較④ロジスティック解析での信頼区間の算出、
から検討した。
結果:運動負荷量はかなりの疲労を伴うものであったので、運動負荷後に官能検査を実施
することは難しいと予想したが、極限法で特に支障は認められなかった。同値は従来報告
されている同値に相当する値が得られだが、解析の方法により若干の値の変動があった。
また、従来の解析方法では適用できない例もえられた。ロジスティツク解析は偶然による
確立を含んだデーターを用いるときは適切な補正が必要であるが、偶然による確立の補正
をプログラムに組み込んで解析したところ、検定表による解析が比較的信頼性が高かった。
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　【目的】唾液分泌活動は食品による刺激の有無に関わらず、一日の時刻や月経周期によって変動す

る可能性がある。先ず､唾液分泌の時刻変動ハ’ﾀｰﾝを調べ、これを踏まえた上で、食品の持つ様々な

刺激（物理的･化学的･心理的等）の唾液分泌活動に及ぼす影響を明らかにした。

　【方法】①唾液分泌変動がﾀｰ:ン|:被検者は20歳代の女子2名である｡I被験者の飲食の時刻・時間を統

制した上で、5・10分間口腔内に溜まった全唾液を吐きださせ、その重量を測定した。唾液を1時間

ごとに1回､1日18回採取し、これを月経3ｻｲｸﾙにわたり連日繰り返した。②唾液分泌量に及ぼす食品

の影響：被験者は26歳の女子1名である。被験者の唾液分泌量が一定な時間帯（9時～12時、14時～

17時）において、30分ごとに1回、全唾液を吐きださせた。26°Cに保った液状食品をlml含んだ（全

口腔法による）'刺激有り’と、含まない’刺激無し’を交互に組み合わせ、この時の唾液分泌量

を比較検討した。

　【結果・考察】①両被験者ともに類似した唾液分泌の時刻変動ﾊﾞﾀｰﾝが認められたが、特に､飲食直

後に分泌量が増大することがわかった。また、月経周期の指標である基礎体温と相関（a≦0.05）

のある唾液分泌時刻も認められた｡②ﾚﾓﾝによる視覚（輪切りを見るだけ）･嗅覚（匂いを嗅ぐだけ）

･味覚（20%絞り汁を味わうだけ）の単独･同時（2種の刺激の組み合わせ）剌激を行った。その結果、

唾m分泌量に及ぼすﾚﾓﾝの主因子は味覚刺激であることがわかった。次に、ｵﾚﾝｼﾞ■ｱｯﾌﾟ’ル・ｸﾞﾚｰﾌﾟ・

ｸﾞﾚｰﾌﾟ’ﾌﾙｰﾂｼﾞｭ-ｽ、有・無塩のﾄﾏﾄｼﾞｭｰｽ、有・無糖のｺｰﾋｰ、牛乳、梅干し･甘露梅の抽出液、20%ﾚﾓﾝ

絞り汁の計12種類の液状食品において、食品のPHと唾液分泌量間に負の相関関係（ct≦0.05)が認

められた。つまり､唾液分泌量は食品のPHが低い程増えることがわかった。
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